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小学校高学年児童の自尊感情 (以降 sE) 尺度、 社会的スキル尺度、 コー ピング尺度、 生活習慣相互の相関を調べた。 
その結果、SE (全般、 学習、 家族、 友人) と向社会的スキル、 攻撃行動(より少なく用いる) との間に正の相関がみら
れ、 問題解決スキルとSE (全般、 友人)、 向社会的スキルとの間に正の相関、 行動回避スキルとSE (学習、 家族) との
間に負の相関がみられた。 土日の生活習慣では、 似ている行動をグループ化し, グループ別にその行動をよく選択してい
る子どもたちと選択していない子どもたちとの間に上記尺度、 スキルの有意差があるかどうかを検定した。 その結果。 「I 
CT」 (PC ・ Tv ゲーム、 イ ンターネッ ト ・ 携帯メ ール) をよく する子どもたちは、SE、 コーピングスキル等に問題が見ら
れ、 逆に、 「アウト ドア」(家の外で遊ぶ、 クラブ活動などスポーツクラブに行く、 家族や友人とでかける) をよくする子
どもたちは、SE (家族)、 コーピングスキルに、 「役割遂行」(おけいこごと、 家の手伝い) をよく している子どもたちは、
SE、 社会的スキルにそれぞれ良い結果が見られた。 
キーワード: 小学生 自尊感情 問題行動 ライ フスキル
1 . 研究の背景と目的
自己に対する評価感情で, 自分自身を基本的に価値あ
るものとする感覚と される 「自尊感情」(以下 SE とい
う。) は, 「子どもたちにとっても精神的健康や適応の基
盤である。」 と される(心理学辞典)。 Pope, Mchale, 












トレス ・ 対処行動とSEとの関連 (富田, 谷尾, 村松ら
2003) , 攻撃性との関連 (大竹, 島井, 曽我2002) が確
認されているが, 大竹, 島井 (1998) は, 「家族のサポー
トを多く持っている小学生ほど問題に積極的に取り組む
コー ピングを行っている。」 ことを報告している。
横山 (2010) は, 子どものSEの高低と生活体験, 手
伝い体験, コミュニケーション体験, 遊び体験, 自己管




横山 (2013) は, 小学校高学年児童と中学生では, SE 
の高さが, 就寝時刻, 外で遊ぶ時間, テレビの視聴時間, 
勉強時間, 読書量, 親しい友人数, お手伝いの頻度, 授
業中の挙手 ・ 発言頻度に影響を与えており, SEの高さ
に起因して一般的に良いとされる生活のあり方を示すよ
う になると推察される, と している。
石毛, 田島, 長沼 (2010) は, 小 ・ 中学生ともに, 家
庭や近隣で友だち ・ 家族と過ごすことは社会的スキルに




討した遠藤, 星山, 安田 (2007) は, 遊ぶという直接体
験の中で仲間関係を築いたり社会性を身につけたりする







石川, 川畑, 勝野らは, 「青少年の生きる力と健康行
動調査」 (2003) の中で, 「思春期の様々な健康関連行動
とSE との間には強い関連性が認められた。 健康な行動
を実践している児童生徒は, 「学習」, 「家族」, 「全般」
のSE得点が高かった。」 と し, また, 健康な行動と社
会的スキル, ストレス対処スキルとの間には関連性があ
ることを示した上で, 危険行動 (飲酒, 喫煙, 薬物乱用
等) が表面化する前にライ フスキル教育を導入すること
を提言している。 
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以上の先行研究では, 子どもたちの遊び方や他者との
コミ ュニケーショ ンの取り方, 手伝い体験などの生活習
慣とSE, 社会的スキル, 問題傾向とは関連があるとの
ことであったが, そのほか習い事や学習塾に通う こと, 























び付けていく ことが期待できる。 すなわち, 本研究の目





( 1 ) 調査対象, 調査期間, 調査方法
平成25年10月上旬にA小学校4 年生79名 (男子40名, 
女子39名) , 5年生67名 (男子35名, 女子32名) , 6年生
77名 (男子49名, 女子28名) , 合計223名 (男子124名, 








SEの測定には, ポープの尺度 (「全般」 「学習」 「家族」
「友人」) を用いたが, 調査実施校の教員と質問紙の検討
を行い, 調査実施上懸念された一部表記を改め使用した。 
回答形式は 3 件法 (いつもそう思う= 3 点, ときにはそ





処スキル (「サポート希求」 「問題解決」 「気分転換」 「情
動的回避」 「行動的回避」 「認知的回避」) の測定を行っ
た。回答形式は4 件法 (ぜんぜんあてはまらない= 1 点, 
あまりあてはまらない= 2 点 , 少しあてはまる= 3 点 , 
よく あてはまる= 4 ) とし, 得点が高いほど各スキルを
よく使うことを示す。
3 ) 社会的スキル尺度 (15項目) 等
社会的スキルの測定には, 嶋田らの社会的スキル尺度
のうち向社会的スキル( 7 項目) と攻撃行動 ( 4 項目) 
を用いた。 さらに, 児童の生活上気になる様子について
質問項目を若干追加し, 問題傾向 (大人不信, 反発, ゲー
ム依存, タバコ願望) とした。 回答形式は4件法 (ぜん
ぜんあてはまらない= 1 点 , あまりあてはまらない= 2 
点, 少しあてはまる= 3点, よく あてはまる= 4点) と
し, 得点が高いほど向社会的スキルをよく使い, 攻撃行
動をとらない, 問題傾向が大きいことを示す。
4 ) 生活習慣調査 ( 5 項目)
日本学校保健会の 「児童生徒の健康状態サー ベイラン




ムをするなど13の過ごし方 (表 1 参照) のなかから最も
よく行う過ごし方を, 土日別にそれぞれ3 つずつ選択す
る回答形式とした。
( 3 ) 分析方法
全般 sE及びSE下位尺度 , コー ピングスキル下位尺
度, 社会的スキル, 問題傾向, 生活習慣相互の相関を調
べた。 さらに, 休日の過ごし方と各尺度との関連を調べ
るために, 過ごし方別に一要因分散分析を行う とともに, 
類似の関連の強い行動をグループ化して同様に分散分析
を行った。 解析にあたっては, w indows用統計プロ グ
ラムパッケージSPSS Statistics 20を用い, 有意水準は
5 % とした。 
図 1 尺度・ スキル等の相関
( 4 ) 倫理的配慮





原則それ以外の内容の説明を行わないよう に, また, 調
査中は机間巡視をしたり話しかけたりしないよう求めた。 
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あり, ゲーム依存 (r = .414) , コー ピング気分転換 (r 
= .359) との間にそれぞれ中~ 弱い程度の正の相関がみ
られた。 平日にTV ・ DVD を見る時間では, ゲーム依




休日 (土曜日 ・ 日曜日 以下, 土日という。) の過ごし











( 1 ) SE, コーピングスキル, 社会的スキル ・ 問題傾
向の関連
SE と向社会的行動, 攻撃行動 , 問題傾向との相関
(Pearson) ( = 221) については, 全般SE及びSE下位
尺度と向社会的スキルとの間にそれぞれ中程度の正の相
関がみられ, 攻撃行動との間に弱い正の相関がみられた。 
コー ピングスキルと全般sE及びSE下位尺度 , 社会的
スキル, 問題傾向との相関 (Pearson) については, サ
ポート希求と全般SE, 家族 SE, 友人 SE との間に, ま
た, 問題解決と全般SE, 友人 SE との間にそれぞれ弱
い正の相関がみられた。 気分転換と学習sE との間に, 
情動回避と全般sE, 家族 sE, 友人 SE との間に, 行動






( 2 ) 生活習慣調査とSE, コーピングスキル, 社会的
スキル・ 問題傾向との関連
平日の睡眠時間, ゲームをする時間, TV ・ DVD を
見る時間, クラブ活動やその他自由時間に体を動かす遊
びの有無とSE, 社会的スキル, コー ピングスキル, 問
題傾向との相関 (Spearman) を調べた。 平日にゲームを
する時間は, 向社会的スキル (r = .213) , コーピング
問題解決 (r= - .278) との間にそれぞれ弱い負の相関が
1 . ゆっく り休む
2 . 読書や音楽鑑賞などの室内遊びをする
3 . コンピュータゲームやテレビゲームをする













































































































































































②, 土日どちらかよく行う=①, 土日ともよく行わない= 
①) に分け, 群間で SE, 社会的スキル, コー ピングス
キル, 問題傾向の差を分析した (一要因分散分析, 表2 )。 
土日とも, あるいは土日どちらかイ ンタ ネットや携帯
メール ( = 221 (① : 200, ① : 13, ② : 8 ) をよく し
ている子どもたちは, SE, 社会的スキル, 問題解決や
サポート希求が有意に低かった。 土日ともに家の外で遊
ぶ (① : 140, ① : 50, ② : 32) をよく している子どもた
ちは, 家族 sEが有意に高く, 反発が有意に小さかった。 
土日と もクラブ活動や部活動, スポーツクラブへ行く
(① : 162, ① : 25, ② : 34) をよく している子どもたち
は, 大人不信が有意に小さかった。 また, 土日ともある
いは土日どちらか学習塾や補習に行く (① : 160, ① : 
40, ② : 22) をよく している子どもたちは, SE, 社会的
過ごし方
P Cゲームや T V ゲームをする
インタ ネ ットや携帯メールをする
T VやD V Dを見る

























表 2 土日によく行うことで有意差のある尺度・ スキル等







した。 結果は表3 のとおりであった。 グループ化では, 
「ゆったり」( 1 ・2 ・5) , 「電子」( 3 ・4 ) , 「勉強」
( 6 ・9 ) , 「アウト ドア」( 7 ・8 ・11) , 「役割遂行」
(10・13) とした。 なお, 「ゆったり」 では有意差はなかっ
た。 
表 3 休日グループの過ごし方で有意差のある尺度・ ス
キル
表 4 「ICT」 の有無と関連する尺度・ スキル等



















































































































































3.86 130 t (220) = 2.07
4.72 92 p<.05
4.20 130 t (220) = 2.06
4.25 92 p<.05
3.62 130 t (220) = 2.42
3.84 92 p<.05
1.62 130 t (220) = 2.21
1.67 92 p<.05
1.94 129 t (220) = 2.07 
2.03 92 p<.05
.95 129 t (220) = 2.60 
1.00 91 p< 05
1.09 129 t (220) = -2.54 
1.03 92 p<.05
.55 129 t (220) = -2.09 
73 92 05 
行動 尺度・ スキル 群 M SD N 
電子













































































































































































































































































































































































































































































































































土日によく (土日とも, もしくは土日どちらか 以下
同じ) PC ・ Tv ゲームやイ ンターネ ッ ト ・ 携帯メ ールを
している子どもたち(有り群) は, そうではない子ども
たち (無し群) に比べて, 学習 SE, 家族SE, 友人SE, 
問題解決が有意に低く, 気分転換, 大人不信, ゲーム依
存 , たばこ願望が有意に高かった。 
※無 ( 0 ) ) : 土日ともICTの行動を選択していないことを表す。




(有り群) は, そう ではない子どもたち (無し群) に比
べて, 学習 SE, 反発が有意に高く, ゲーム依存が有意
に低かった。 
表 5 「勉強」 の有無と関連する尺度・ スキル等






















































3.60 113 t (220) = 2.41 
4.78 109 p< 05
.94 112 t (219) = 2.99 
.96 109 p< 01
.98 112 t (219) = 1.99 
1.15 109 05 
3 ) アウト ドア
土日によく家の外で遊んだり、 クラブ活動等のスポー
ツクラブへ行ったり、 家族や友人と出かけたり している
子どもたち (高群) は, そうではない子どもたち(低群) 
に比べて, 家族 sE, サポート希求が有意に高かった。 
表 6 「アウト ドア」 の高低と関連する尺度・ スキル等
尺度・ スキル 群 M SD N t値, p値
家族SE 
サポート
低( 0 ~ 2) 
高( 3 ~ 6 ) 
低 ( 0 ~ 2 ) 









179 t (220) = -2.468
43 p<.05




り している子どもたち(有り群) は, そうではない子ど
もたち (無し群) に比べて, 全体 sE, 家族 sE, 向社会
的行動が有意に高く, ゲーム依存が有意に低かった。 
自尊感情, 社会的スキル, コー ピングスキル, 生活習慣の関連性
表 7 「役割遂行」 の有無と関連する尺度・ スキル等
77 




ある。 しかし, 組み合わせた行動によっては 「ICT」 で
見られ懸念された尺度やスキル上の有意差は見られなく




したりする子どもたちは, 学習 sEが高く ゲーム依存に
陥りにく い傾向が見られた。 反発が有意に高いが, 「勉

























り しているかどうかは, SE, 社会的行動と関連がある




研究報告 (加藤2014) がある。 本調査においても, 習い
事を継続することで上達したり, 家の手伝いをうまくや
ることで自分に自信を持つたりすることがSEの形成に




程度となっている。 「役割遂行」 で見られる有意差は, 
それぞれ単独の行動では見られなかったものであること
から, このよう な行動を組み合わせることによる効果が












































































































































t (217) = -2.30 
p<.05
t (220) = -2.30 
p<.05
t (215) = 2.64 
p<.01







であろう。 また, 冨田ら (2003) による研究結果と同様, 
SE と コー ピングの関連が認められたことに加え, 今回
の調査によりそれぞれの下位尺度同士の関連が見られた。 
さらに, サポート希求と問題解決は, 他のコー ピングス
キルと比べて向社会的スキルとより強い正の相関をもつ
ことが分かった。 逆に, 気分転換と行動回避は, 他のコー 
ピングスキルと比べて向社会的スキルとより強い負の相
関をもち, 問題傾向の得点が高いことが分かった。 コー 
ピングは, 個人の不安特性やSEなどの認知特性に影響
を受けている (大竹ら2002) とされるが, 以上のことは
今後検討していくべきことであると考える。 なお, 問題





られたが, 子どもたちの休日の過ごし方は, SE, 社会
的スキル, コー ピングスキル, 問題傾向と関連があるこ
と, 休日のどのよう な過ごし方がどの尺度, スキル等と
関連をもつかが明らかになった。
休日にゲームをしたりイ ンターネ ッ トや携帯メ ールに
時間を費やしたりするかどうかは, SE, 社会的スキル, 
コー ピングスキルとそれぞれ関連していることが分かっ
たが, このよう な生活をしている子どもたちは比較的, 
学習面で有能感を持てず, 家族からの承認欲求にそれほ
ど満足していなかったり友だちとの関係に満足していな






きている (井堀, 坂元, 渋谷ら2008)。 本調査において












休日に子どもたちが, 友だち, 保護者, 地域住民等と安




また, 近年小学生の携帯電話 ・ スマー ト フオンの所有率
が増加し, これに伴いイ ンターネット使用の増加ととも
に中・ 高生の長時間使用が報告されている (内閣府2014)。 
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